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四
月
一
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
三
十

三
行
政
区
が
、
十
二
自
治
会
へ
と
生
ま

れ
変
わ
り
自
治
会
と
し
て
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

自
治
会
移
行
に
つ
い
て
は
、
第
三
次

行
政
改
革
大
綱
（
計
画
期
間　

平
成
十

八
年
〜
平
成
二
十
二
年
）
に
策
定
さ
れ

た
基
本
方
針
の
一
つ
で
あ
る
『
住
民
と

行
政
と
の
協
働
に
よ
る
住
民
自
治
の
推

進
』
の
実
現
に
向
け
て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

の
行
政
区
代
表
者
に
よ
る
準
備
委
員
会

等
を
立
ち
上
げ
、
行
政
区
関
係
者
の
み

な
さ
ま
の
多
大
な
ご
協
力
に
よ
り
、
十

分
協
議
を
い
た
だ
き
、
各
自
治
会
の
設

立
総
会
を
終
え
、
自
治
会
発
足
を
祝
う

会
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

祝
う
会
の
前
段
に
行
わ
れ
た
「
第
一

回
自
治
会
行
政
委
員
会
議
」
で
は
、
三

月
の
町
議
会
定
例
会
で
制
定
し
た
「
和

寒
町
自
治
会
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
、
初
代
自
治
会
長
を
行
政
委
員
（
自

治
委
員
）
と
し
た
委
嘱
状
が
町
長
よ
り

手
渡
さ
れ
、
平
成
二
十
年
度
の
町
政
推

進
施
策
に
つ
い
て
、
各
課
か
ら
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
自
治
会
発
足
を
祝
う
会
で

は
、
伊
藤
町
長
か
ら
「
自
治
会
と
行
政

が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
推
進
し
た
い
」

と
挨
拶
を
受
け
た
後
、

旧
行
政
区
長
を
代
表
し

旧
一
区
行
政
区
長
の

「
乾　

和
明
さ
ん
」に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
塩
狩
太
鼓
保

存
会
に
よ
る
力
強
い
太

鼓
演
奏
も
披
露
さ
れ
、

住
民
参
画
と
行
政
と
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。
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平
成
二
十
年
三
月
の
町
議
会
定
例
会
で
議

決
さ
れ
た
「
和
寒
町
自
治
会
に
関
す
る
条

例
」
で
は
、
自
治
会
の
設
置
目
的
や
位
置
づ

け
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

（
目
的
）

第
一
条　

こ
の
条
例
は
、
和
寒
町
の
住
民
が

自
主
的
に
組
織
す
る
自
治
会
の
活
動
を
促

進
し
、
明
る
く
豊
か
な
活
力
と
ふ
れ
あ
い

の
あ
る
地
域
社
会
の
発
展
を
図
り
、
あ
わ

せ
て
町
行
政
の
円
滑
な
推
進
に
協
力
を
得

る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

（
区
域
及
び
変
更
事
項
の
通
知
）

第
二
条　

自
治
会
の
区
域
は
、
地
域
住
民
活

動
の
利
便
等
を
考
慮
し
て
定
め
た
区
域
と

す
る
。

二　

自
治
会
を
組
織
し
、
又
は
区
域
を
変
更

し
た
と
き
、
若
し
く
は
役
員
の
改
選
、
規

約
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、
自
治
会
の
代

表
者
は
そ
の
旨
を
町
長
に
通
知
す
る
も
の

と
す
る
。

三　

前
二
項
の
う
ち
区
域
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
町
長
と
協
議
す

る
も
の
と
す
る
。

（
活
動
等
の
助
言
）

第
三
条　

町
長
は
、
自
治
会
の
運
営
、
活
動

等
に
つ
い
て
必
要
な
助
言
、
支
援
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

二　

前
項
の
助
言
、
支
援
は
、
自
治
会
の
自

主
性
を
損
う
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。

（
行
政
に
お
け
る
自
治
会
の
位
置
づ
け
）

第
四
条　

町
長
は
、
町
行
政
の
円
滑
な
推
進

の
た
め
、
自
治
会
を
住
民
自
治
の
一
翼
を

担
う
地
域
自
治
組
織
と
し
て
位
置
け
、
各

自
治
会
に
自
治
会
行
政
委
員
（
以
下
「
自

治
委
員
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

二　

自
治
委
員
は
、
各
自
治
会
で
選
出
さ
れ

た
自
治
会
の
代
表
者
を
町
長
が
委
嘱
す

る
。

三　

自
治
委
員
の
任
期
は
、
各
自
治
会
の
任

期
と
す
る
。

四　

町
長
は
、
自
治
委
員
の
協
力
の
も
と
に

地
域
住
民
に
対
し
て
、
町
行
政
の
推
進
の

た
め
住
民
に
対
す
る
必
要
な
諸
事
項
の
周

知
、
配
布
、
連
絡
、
調
査
及
び
取
り
ま
と

め
等
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
。

五　

町
長
は
、
自
治
会
相
互
間
の
協
議
及
び

地
域
か
ら
の
要
望
事
項
の
聴
取
等
、
町
行

政
の
推
進
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
自
治
委

員
に
よ
る
連
絡
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
運
営
費
等
の
交
付
）

第
五
条　

自
治
会
が
そ
の
活
動
に
要
す
る
経

費
及
び
そ
の
他
運
営
に
必
要
な
経
費
の
一

部
と
し
て
、
町
は
、
毎
年
度
予
算
の
範
囲

内
に
お
い
て
運
営
費
等
を
交
付
す
る
も
の

と
す
る
。

（
委
任
）

第
六
条　

こ
の
条
例
の
施
行
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
は
、
町
長
が
別
に
定
め
る
。
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分
権
時
代
に
対
応
し
た
自
治
の
シ
ス
テ
ム

確
立
の
た
め
、
町
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
住
民
参
加
の
ル
ー
ル
や
行
政
運
営
等

の
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
（
仮
称
）
和
寒

町
自
治
基
本
条
例
の
策
定
に
向
け
、
標
記
検

討
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

　

検
討
委
員
は
、
委
員
十
名
以
内
で
組
織

し
、
各
種
団
体
の
代
表
及
び
識
見
者
の
う
ち

か
ら
町
長
が
委
嘱
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
検
討
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
現
在
検
討
中
で
あ
り
、
委
嘱
委
員
の
紹

介
や
検
討
委
員
会
で
の
議
論
経
過
等
に
つ
い

て
は
、
随
時
広
報
誌
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
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自
治
会
運
営
に
際
し
、
町
に
対
し
て
行
う

申
請
事
務
手
続
や
、
自
治
会
活
動
に
対
す
る

支
援
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く

紹
介
す
る
た
め
「
自
治
会
の
手
引
き
」
を
発

行
し
ま
し
た
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平
成
十
八
年
度
を
初
年
度
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
和
寒
町
の
行
政
改
革
は
、
特

別
職
の
報
酬
の
引
下
げ
や
職
員
の
不
補

充
な
ど
、
昨
年
は
下
水
道
料
金
等
の
公
共

料
金
改
正
と
施
設
使
用
料
及
び
手
数
料

の
見
直
し
や
有
料
化
に
よ
り
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
応
分
の
負
担
を
お
願
い
す
る
見

直
し
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
三
年
目
を

迎
え
た
平
成
二
十
年
度
は
、
主
に
自
治
会

組
織
へ
の
移
行
に
伴
い
行
政
区
長
報
酬

や
公
民
館
分
館
交
付
金
、
納
税
報
奨
金
等

を
廃
止
し
、
ま
た
町
有
施
設
の
管
理
運
営

を
指
定
管
理
者
へ
移
行
す
る
内
容
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
行
政
改
革
を
確
実
に
実
行
す

る
た
め
常
に
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
、
行
政
改
革
の
「
効
果

額
」
と
「
進
捗
状
況
」
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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　一般会計と特別会計を合わせた行政改
革の効果額は、18年度が8,761万円、19年
度が１億4,925万円、20年度（見込み）１
億4,980万円で、３ヵ年の合計で効果額は
３億8,666万円となる見込みです。下表
の行政効果額は、平成17年度予算を基準
に事務事業を見直し・廃止したことによ
り効果額が生じたものです。
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議員･非常勤職員報酬3％削減､特別職給与5％削減､収入役廃
止､職員数の減､議員定数の減(14人⇒10人）、������他

����������������������� �� �

��
�
�
�
�
�

費用弁償の見直し(議員町内旅費の廃止､非常勤職員1,500円
⇒800円に改定）､旅費日当の見直し､公共施設の警備業務の
委託の見直し(警備通報システムの導入）、��������
�������	
��
��������他

�������������������� �� �

団体運営補助の見直し(5％削減等）､祝金の見直し(出生､長
寿､結婚）､納税報奨金の見直し､人づくり事業の見直し､定住
促進事業の廃止､衛生害虫駆除補助の見直し､チャイルドシー
ト購入補助の廃止、�������	
��
�����

���他

���������������������� �� �

介護手当の増額���������
� � � �

�����

農業高度活性化事業の見直し�����������������������

����������������������������

コミュニティーセンター ､交流施設ひだまり使用料見直し､
バス料金の一律化

������������
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�

生きがいセンター使用料見直し����������

葬斎場､保健福祉センターの使用料見直し������������

農業活性化センター ､加工センター ､土取場使用料の見直し��������������

土木機械､塩狩峠記念館の有料化等��������������

公民館､片栗庵､スキー場リフト､総合体育館､青少年会館他の
有料化等

����������������

戸籍他各種証明の手数料改正による増�������������

健康診査手数料の一部有料化���������������

職員住宅料の改正による増����������������
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　行政サービスの全般にわたり、事務事業を廃止、縮小、統合、現状維持、拡充・推進、住民負担、見直

しの方向の７つに分類し見直しを進めています。

　事務事業総数373事業のうち、現状維持とする117事業を除いた256事業について、19年度までに見直しを

終えた事務事業は176事業で68.8%の実施率となっています。また、20年度の実施予定を加えると実施率

は、75.4%の見込みです。

行政改革に関するご意見やアイデアを募集しています！
　町民のみなさまの視点から、行政改革に関する改善方策を行政運営に反映させるために様々なご意見や

アイデアを募集しています。意見等の提出については郵送の他、まちづくり投書箱やＥメール等で受け付

けておりますので、氏名（匿名可）、性別、年齢（年代）をご記載のうえ、下記までお願いいたします。
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非常勤職員の減､報酬･費用弁償の見直し他��������� � � � � �

旅費の見直し他������������

������ �� �� �

退職補充を臨時職員とすることでの人件費の減他���������������������� �� �� �

院外処方の実施による職員人件費･薬剤費･診療材料費等
の減他

��������������������� � � � � �

�����������������������������

竣功検査手数料の改正による減����������� � � � � ���
�
�

使用料の改正による増�������� � � � �

院外処方の実施による収益の減、入院・外来の収益の減����������������������� � � � � �
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平
成
十
六
年
三
月
に
閉
校
し
た
三
和
小
学

校
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
地

域
住
民
の
方
々
や
三
和
小
跡
地
利
用
検
討
委

員
会
等
で
検
討
を
重
ね
、
長
年
の
懸
案
事
項

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
札
幌
で
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
を
運
営
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

札
幌
自
由
が
丘
学
園
（
代
表
亀
貝
一
義
氏
・

和
寒
町
出
身
）
の
廃
校
校
舎
の
利
用
に
つ
い

て
の
情
報
を
得
て
誘
致
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

同
学
園
で
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
広
域

通
信
制
高
校
と
連
携
し
高
等
部
を
開
設
し
教

育
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
和

寒
町
の
農
業
や
自
然
環
境
を
生
か
し
た
野
外

活
動
や
福
祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ま

た
町
民
と
の
交
流
な
ど
特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
設
置
し
、
独
立
し
た
通
信
制
高
校
の

開
校
を
三
和
小
跡
地
で
め
ざ
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

町
で
は
、
内
閣
府
に
「
自
然
の
恵
み
野
和

寒
町
教
育
特
区
」
の
計
画
書
を
一
月
二
十
二

日
に
申
請
し
、
三
月
三
十
一
日
付
け
で
構
造

改
革
特
区
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
月
の
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て

「
和
寒
町
教
育
特
区
学
校
審
議
会
条
例
」
が

議
決
さ
れ
、
高
等
学
校
開
校
に
向
け
た
関
係

書
類
の
審
査
を
行
う
た
め
、
今
後
地
域
の
代

表
者
、
教
育
委
員
会
の
委
員
、
学
識
経
験
者

に
よ
る
審
議
会
を
設
置
し
、
六
月
下
旬
に
は

答
申
書
を
町
長
に
提
出
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

開
校
は
平
成
二
十
一
年
四
月
を
予
定
し
、

生
徒
募
集
は
今
年
八
月
頃
か
ら
開
始
。
定
員

は
八
十
人
で
三
カ
年
間
増
員
し
な
が
ら
、
教

員
を
含
め
約
二
百
五
十
人
が
和
寒
町
を
訪
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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六
月
一
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と

定
め
、
全
国
一
斉
に
特
設
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

　

全
国
各
地
で
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
啓
発
行
事
等
を
実
施
し
、

人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知
徹
底
と
人
権
擁

護
思
想
の
一
層
の
普
及
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
不
当
な
差
別
、
信
条
、
性
別
、
障

が
い
な
ど
の
差
別
が
存
在
し
、
ま
た
、
国
際

化
、
少
子
高
齢
化
、
情
報
化
等
の
社
会
の
変

化
に
伴
い
、
人
権
に
関
す
る
新
た
な
課
題
も

生
じ
て
き
て
い
ま
す
。
家
庭
、
職
場
、
地
域

社
会
な
ど
様
々
な
場
面
で
、
普
段
か
ら
人
権

尊
重
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
和
寒
町
に
は
町
長
か
ら
推
薦
さ

れ
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の
人
権
擁
護

委
員
が
各
種
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
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�������　字西町313番地

　　　　　　　　　　電話　32-2863

�������　字西町196番地

　　　　　　　　　　電話　32-4504

�������	
��

１.相談実施日:６月３日（火）

２.相談時間:午前10時から午後３時まで

３.相談場所:保健福祉センター１階「相談室」

　　※詳細は保健福祉課福祉係（電話32-2000番）
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となります。

�������

　締め切りは５月30日（金）まで

　※詳細は総務課まちづくり推進係

　　　　　　　　（電話32-2421）へ
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優
良
で
低
家
賃
の
賃
貸
住
宅
の
建
設
を
促

進
し
、
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
町
内
に
賃
貸
住
宅
を
建
設
す
る

個
人
ま
た
は
法
人
に
対
し
て
助
成
措
置
を
行

う
新
た
な
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
現
在
の

公
営
住
宅
戸
数
は
四
百
四
十
戸
で
、
修
繕
を

行
い
な
が
ら
維
持
管
理
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
公
営
住
宅
新
築
計
画
は
現
在
の
と
こ
ろ
予

定
が
な
い
こ
と
か
ら
、
民
間
活
力
の
活
用
や

宅
地
と
し
て
適
し
て
い
る
町
有
地
を
有
効
に

活
用
し
て
住
宅
確
保
を
図
る
も
の
で
す
。
事

業
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
、
平
成
二
十
三

年
三
月
ま
で
の
三
年
間
と
し
て
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
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「
大
前
忠
明
さ
ん
」（
北
町
）
が
内
閣
総
理
大

臣
及
び
内
閣
府
賞
勲
局
長
か
ら 
紺  
綬  
褒 

こ
ん 
じ
ゅ 
ほ
う 

章 
を

し
ょ
う

受
章
し
、
四
月
四
日
町
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
褒
章
は
、
公
益
の
た
め
に
私
財
を
寄

附
し
た
個
人
又
は
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
、
町
立
病
院
の
運
営
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
和
寒
町
に
五
百
万
円
を
寄
附
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

大
前
忠
明
さ
ん
は
、
四
月
十
六
日
に
他
界
さ

れ
ま
し
た
が
、
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
金
員
は

町
立
病
院
の
整
備
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

和
寒
町
消
防
団
第
一
分
団
分
団
長
「
玉
手

雅
夫
さ
ん
」
（
西
町
）
が
消
防
庁
長
官
か
ら

「
永
年
勤
続
功
労
章
」
を
受
章
し
四
月
十
一

日
士
別
地
方
消
防
事
務
組
合
管
理
者
か
ら
表

彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

玉
手
さ
ん
は
昭
和
四
十
八
年
に
入
団
以

来
、
三
十
五
年
に
わ
た
り
消
防
の
た
め
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
八
年
二
月
か
ら
は
消
防
団
幹
部
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
消
防
に
対
す
る
功
績
が
認
め

ら
れ
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

�����：１棟２戸以上の上下水道と車庫または駐車場を完備

した賃貸住宅です。

�����：用地の取得、旧住宅の取壊し費用を除く住宅建設に

要した費用を対象として、１戸当りの住宅建設費は850万円が

限度です。

������：私有地の建設は、住宅建設費の２分の１以内（１戸

425万円以内）を補助。町有地の建設は、最初の３戸までは住

宅建設費の２分の１以内、次の1戸からは５分の３以内（１戸

510万円以内）を補助します。

������：１戸当り建設費の0.6％以内（５万円以内）が限度

で、５年間は限度額以内の適用となります。

������：町民、町内法人が優先となります。（法人の場合

は、町内に本社がある法人）

�������

ア　個人が建設する場合は、その個人またはその２親等以内の

親族が入居するもの。

イ　法人が建設する場合は、その法人役員やその役員の２親等

以内の親族が入居するもの。

ウ　その法人の職員用住宅であるもの。ただし、建設戸数の３

分の１以内の入居は認めます。

������：10年以内に他の用途に変更したときなど補助金返還

� �������������������������������������������
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み
な
さ
ん
ご
存
知
の「
高
血

圧
」。で
も
、高
血
圧
と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
、高
血
圧
だ

と
ど
う
な
る
の
か
、み
な
さ
ん

は
知
っ
て
い
ま
す
か
？
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最
近
よ
く
耳
に
す
る「
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク（
内
臓
脂
肪
）症
候

群
」の
診
断
項
目
の
ひ
と
つ
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
高
血
圧

で
す
が
、そ
も
そ
も「
血
圧
」と

は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

血
圧
と
は
、心
臓
が
全
身
に

血
液
を
送
り
出
す
と
き
に
血
管

の
壁
を
押
す
圧
力
の
こ
と
で

す
。心
臓
が
全
身
に
血
液
を
送

り
出
し
て
縮
ん
だ
と
き
の
圧
力

を
収
縮
期
血
圧（
最
高
血
圧
）と

い
い
、心
臓
が
再
び
元
の
状
態

に
戻
っ
た
と
き
の
圧
力
を
拡
張

期
血
圧（
最
低
血
圧
）と
言
い
ま

す
。
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血
圧
が
高
い
と
血
管
に
大
き

な
負
担
が
か
か
る
た
め
、動
脈

硬
化
を
促
進
し
ま
す
。高
血
圧

は
初
期
の
段
階
で
は
あ
ま
り
自

覚
症
状
が
な
い
の
で
放
っ
て
お

か
れ
る
こ
と
が
多
く
、必
要
以

上
に
血
管
に
圧
力
が
か
か
り
、

傷
つ
い
た
血
管
は
プ
ラ
ー
ク

（
血
液
の
塊
）を
作
り
ま
す
。こ

の
プ
ラ
ー
ク
が
突
然
血
管
に
詰

ま
る
と
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。そ
の
た

め
高
血
圧
は
サ
イ
レ
ン
ト
・
キ

ラ
ー（
沈
黙
の
殺
人
者
）と
も
呼

ば
れ
る
怖
い
病
気
な
の
で
す
。
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高
血
圧
の
原
因
の
多
く
は
、

遺
伝
や
加
齢
、不
健
康
な
生
活

習
慣
な
ど
が
重
な
り
合
っ
て
起

こ
り
ま
す
。遺
伝
や
加
齢
と
い

う
原
因
は
な
く
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、生
活
習
慣
を
改
善

す
る
こ
と
で
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
は
で
き
ま
す
。高
血
圧
は

自
分
自
身
か
生
活
習
慣
に
気
を

つ
け
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
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収
縮
期
血
圧
百
四
十　

以
mmHg

上
、ま
た
は
拡
張
期
血
圧
九
十

　

と
診
断
さ
れ
ま
す
。血
圧
は

mmHg

日
内
変
動
や
季
節
変
動
が
あ

り
、病
院
で
測
定
す
る
と
緊
張

し
て「
白
衣
高
血
圧
」に
な
る
人

も
い
ま
す
。日
常
的
に
家
庭
で

時
間
を
決
め
て
血
圧
を
測
り
、

自
分
の
血
圧
が
ど
の
く
ら
い
な

の
か
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
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塩
分
の
摂
り
過
ぎ
は
高
血
圧

に
な
り
や
す
い
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。減
塩
も
大
切

で
す
が
、高
血
圧
の
予
防
に
は

減
量（
適
正
体
重
の
維
持
）も
効

果
的
で
す
。体
重
を
十�
減
ら

す
と
約
十
五　

血
圧
が
下
が
る

mmHg

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、塩

分
の
排
出
を
促
す
カ
リ
ウ
ム

（
緑
黄
色
野
菜
、海
草
類
、イ
モ

類
、果
物
）を
摂
っ
た
り
、脂
質

や
甘
い
物
を
控
え
め
に
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。毎
日
の
運
動

も
効
果
的
で
、一
日
一
万
歩
程

度
歩
く
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

保
健
師　

鈴
木
悠
希
江
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▼
ジ
ュ
ン
先
生
が
や
っ
て
き

た
！（
後
藤
竜
二
）▼
お
ば
け
の

花
見（
山
本
孝
）▼
ぷ
ぷ
ぷ
う
プ

ウ
一
年
生（
神
沢
利
子
）▼
花
火

と
お
は
じ
き（
川
島
え
つ
こ
）▼

ぼ
く
の
羊
を
さ
が
し
て（
ヴ
ァ

レ
リ
ー
・
ハ
ブ
ズ
）▼
グ
ラ
フ
で

調
べ
る
日
本
の
産
業
１
〜
８

（
谷
川
彰
英
）▼
こ
ね
こ
の
レ
ッ

テ（
い
ち
か
わ
な
つ
こ
）▼
に
ん

げ
ん
ご
み
ば
こ（
の
ぶ
み
）

〔
寄
贈
の
お
礼
〕

奥
野　
　
　

孝
様（
西
町
）

�
��
�
���
�
�

▼
夜
に
目
醒
め
よ（
梁
石
日
）▼

二
人
の
長
い
影
／
林
の
中
の
ナ

ポ
リ（
山
田
太
一
）▼
京
都
大
原

殺
人
物
語（
秋
月
達
郎
）▼
ヘ
ル

マ
フ
ロ
デ
ィ
テ
の
体
温（
小
島

て
る
み
）▼
三
月
三
十
日（
千
原

ジ
ュ
ニ
ア
）▼
こ
う
ふ
く
あ
か

の（
西
加
奈
子
）▼
ヴ
ァ
ン
パ
イ

ア（
平
谷
美
樹
）▼F

ied,W
ind

 
     
   

（
あ
さ
の
あ
つ
こ
・
五
十
嵐
貴

久
）▼
本
物
の「
大
人
」に
な
る

ヒ
ン
ト（
曽
野
綾
子
）▼
い
ま
、

釈
迦
の
こ
と
ば（
瀬
戸
内
寂
聴
）

▼
貧
困
と
愛
国（
雨
宮
処
凛
）▼

新
・
殺
人
百
科
デ
ー
タ
フ
ァ
イ

ル（
日
高
恒
太
朗
）▼
お
母
さ
ん

の
た
め
の
子
育
て
の
禁
句
・
子

育
て
の
名
句（
豊
田
君
夫
）▼
江

戸
の
敵
を
な
ぜ
長
崎
で
討
つ
の

か（
北
嶋
廣
敏
）▼
大
人
の
女
性

の
た
め
の
品
格
と
マ
ナ
ー
レ
ッ

ス
ン（
主
婦
の
友
）

���������
�������
（林　真理子/著）

結婚して女を上げた藤原紀香、離婚
しても「元有名人夫人」の肩書きを手
に入れた花田美恵子、不倫がばれた
姫井参議院議員・・・。女は復活の時に
その真価を試される！

☆毎週土曜日
14：00～

おはなしかい開催

～下井辰雄作品展～
開催中

（６/29まで）
図書館ロビー

『馬耕時代の作業機』
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四
月
七
日
、
和
寒
小
学
校
に
お
い
て
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
新
一
年
生
は
三
十
七
名（
男
十

七
名
、女
二
十
名
）と
な
り
、会
場
に
は
、ご
両

親
や
ご
家
族
を
は
じ
め
、た
く
さ
ん
の
お
兄

さ
ん
や
お
姉
さ
ん
達
に
迎
え
ら
れ
、緊
張
し

た
面
持
ち
で
入
場
し
て
い
ま
し
た
。

　

入
学
児
童
の
紹
介
で
は
、
名
前
を
呼
ば
れ

る
と
大
き
な
声
で
返
事
を
す
る
な
ど
、
元
気

な
入
学
式
と
な
り
ま
し
た
。

��������

　

四
月
七
日
、
午
後
か
ら
和
寒
中
学
校
に
お

い
て
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
入
学
生
は
、
三
十
四
名
（
男
十

八
名
、
女
十
六
名
）
。

　

小
学
校
を
卒
業
し
、
真
新
し
い
制
服
に
身

を
包
み
、
一
段
と
成
長
し
た
姿
で
の
入
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
在
校
生
を
代
表
し
、三
年
生
の『
�

田
直
弥
く
ん
』が
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
、

「
勉
強
や
部
活
動
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」と

歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、そ
の
後
、新
入
生
代
表

の『
佐
々
木
彰
斗
く
ん
』が
誓
い
の
言
葉
を
校

長
先
生
の
前
で
読
み
上
げ
、中
学
生
と
し
て

の
新
た
な
決
意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

��������

在校生代表の�田直弥くん 新入生代表の佐々木彰斗くん



�
��������	
��
��������

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

見
え
に
く
い
、
聞
こ
え
に
く
い
、
う
ま
く

話
せ
な
い
、
発
達
に
遅
れ
が
あ
る
、
身
体
が

不
自
由
で
あ
る
な
ど
の
障
害
が
あ
る
子
ど
も

た
ち
が
い
ま
す
。

　

障
が
い
が
あ
る
子
も
な
い
子
も
皆
、
よ
り

よ
く
生
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
の
は
同
じ
で

あ
り
「
大
切
な
仲
間
」
で
す
。

　

障
が
い
が
あ
っ
て
も
社
会
で
活
躍
し
て
い

る
人
が
い
る
こ
と
な
ど
、
日
頃
か
ら
家
庭
の

中
で
子
ど
も
と
話
し
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

　

学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
が
簡
素
化
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
毎
年
の
申
請
が

必
要
で
し
た
が
、
平
成
十
九
年
度
に
学
生
納

付
特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
た
方
で
、
引
き

続
き
平
成
二
十
年
度
も
同
じ
学
校
に
在
校
さ

れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
送
ら
れ
る
学
生

納
付
特
例
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
返
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、

平
成
二
十
年
度
（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
〜

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
）
に
つ
い
て

も
学
生
納
付
特
例
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

上
記
、
学
生
納
付
特
例
申
請
書
（
ハ
ガ

キ
）
が
送
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
窓
口
で
の

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
を

行
っ
て
下
さ
い
。

学
生
に
は
、
学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
百

十
八
万
円
（
給
与
収
入
で
約
百
九
十
四
万

円
）
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
卒
業

ま
で
猶
予
さ
れ
ま
す
。

〈
し
か
し
、
次
の
点
に
注
意
が
必
要
で
す
。
〉

①
こ
の
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。　

②
十
年
以
内
に
追
納
す
る
と
、
通
常
に
納
付

し
た
の
と
同
じ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

④
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。（
一
部
不
要
）
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【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

　

三
十
歳
未
満
の
第
一
号
被
保
険
者
の
方
に

は
、
本
人
と
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定

以
下
の
場
合
、
申
請
を
し
、
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

〈
し
か
し
、
次
の
点
に
注
意
が
必
要
で
す
。
〉

①
こ
の
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。　

②
十
年
以
内
に
追
納
す
る
と
、
通
常
に
納
付

し
た
の
と
同
じ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

④
申
請
が
必
要
で
す
。
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　ターゲットの家族の実名を調べたうえで、家族の一

員や警察官、弁護士などになりすまし、交通事故や借

金、痴漢行為などのトラブル処理のための現金を振り

込むよう要求します。

　家族や被害者のふりをして電話口で泣いたり、警察

無線や病院内放送らしき効果音が聞こえる場合もあり

ます。

�������

�������

　必ず本人と連絡をとりましょう。連絡がとれない

場合は勤務先などにも連絡。

�������	
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��


　相手が告げた電話番号ではなく、NTTの番号案内

（104）で調べてかけましょう。

�������	
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��

　事の真偽が確認できるまで待ちましょう。

～地域の話題をお届けします～

�������	
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��


日時：平成20年５月11日（日）

　　　開場17：30　開演18：00

場所：美深町文化会館COM100

内容：北海道唯一のプロオーケストラ。「札

響」の愛称で親しまれています。

問い合わせ先：美深町文化会館COM100

（℡01656-2-1744）

�������	
��
�

日時：平成20年５月25日（日） ９：00～

集合：音威子府村公民館前

探索コース：村内林道３～５kmコース

参加料：小中学生300円・高校生以上500円

問い合わせ先：音威子府村教育委員会

（℡01656-5-3356）
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古紙配合率50％再生紙を使用しています

�
��
�
�
��
�
	


�
�


�
�
�

☆
教
育
委
員
会
☆ 

＝　

寄　

贈　

＝

　

踊
り
衣
装
他

▼
和
寒
婦
人
会

☆
社
会
福
祉
協
議
会
☆ 

＝　

寄　

付　

＝

▼
鎌
田
道
子
さ
ん
（
三
笠
）
か
ら

亡
夫
の
葬
儀
に
際
し
、
五
万
円
を

▼
荒
戸
良
一
さ
ん
（
大
成
）
か
ら

亡
義
叔
母
の
葬
儀
に
際
し
、
一
万

円
を

▼ 

�
七
郎
さ
ん
（
三
笠
）
か
ら

亡
妻
の
葬
儀
に
際
し
、
三
万
円
を

＝　

寄　

贈　

＝

　

野　

菜

▼
佐
藤　

勲
さ
ん
（
中
和
）

　

タ
オ
ル
他

▼
三
浦　

尚
文
さ
ん
（
日
ノ
出
）

▼
岡　
　

弘
一
さ
ん
（
東
丘
）

＝　

慰　

問　

＝

▼
北
島
信
子
さ
ん
･
岡
利
子
さ
ん

・
虻
川
理
致
子
さ
ん

　
　

喫
茶
ル
ー
ム

▼
草
花
の
会　
　

押
花
作
品
展
示

▼
み
ど
り
会　
　

踊
り

▼
脩
一
郎
と
大
地　

三
味
線
演
奏
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お
父
さ
ん

赤
ち
ゃ
ん　
　
　
　
　
　

住　

所

　
　
　
　
　
　

お
母
さ
ん

　
　
　
　
　
　

亮　

太
さ

ん

竹
内　
 
愛  
花 
ち
ゃん　
　
　
　

松　

岡

な 

な

　
　
　
　
　
　

友　

美
さ

ん

　
　
　
　
　
　

貴　

弘
さ

ん

小
西　
 
悠  
雅 
く

ん　
　
　
　

西　

町

ゆ
う 
が

　
　
　
　
　
　

摩　

弓
さ

ん

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

氏　
　

名　
　

年
齢　

住　

所

 

�
ス
ジ
エ
さ　
　

ん

 

（　

歳
）
三　

笠

86

�
田
よ
ね
子
さ　
　

ん

 

（　

歳
）
西　

町

75

４月１日
現　在

■
人　

口　

４
、
１
２
２
人
（
△　

人
）

31

　

・
男　
　

１
、
９
０
６
人
（
△　

人
）

19

　

・
女　
　

２
、
２
１
６
人
（
△　

人
）

12

■
世
帯
数　

１
、
７
６
３
戸
（
△　

戸
）

11

（　

）
は
前
月
対
比

　
　

出
生　

０
人　
　

死
亡　

１
人

　
　

転
入　
　

人　
　

転
出　
　

人

17

47
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　はじめまして。りくです。ぼくには、
おもしろいお姉ちゃんが２人いて、毎日
一緒に歌ったり踊ったり、絵本を読んだ
りして元気いっぱい遊んでいます。
　ちょっと神経質で、すごーく甘えん坊
なぼくですが、みんな仲良くしてね。よ
ろしく。

������������
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　みなさん、こんにちは！私は『れん
げ』といいます。お天気のいい日はお外
へ行ってよくお散歩しています。
　私は、絵本を読んでもらうこと、ふり
つけしながら歌うことが大好きです♪
　お話も上手になってきたので、私を見
かけた時は、声をかけて下さいね！
　よろしくお願いします。

��������������
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